










専門医による高度な診断・治療を、きめ細やかなサポートで支えるのが看護部門です。不安を感じている
患者さまに安心していただけるよう、手術から集中治療、回復期のリハビリ、退院後の療養生活までのケ
アに全力を尽くしています。
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専門性を生かした看護を提供しています

一般外来に加え、超急性期の患者さまの手術を
担当。救急医療にも関わるため、メンバーは技術
の向上に取り組み、根拠に基づいた看護の実践
に努めています。

外来・手術室 【1・2階】

ご自宅での療養生活をサポートするため、健康
状態の観察や介助方法の助言、床ずれ予防の
ケア、服薬指導などを幅広く行っています。

訪問看護

脳卒中ケアユニット（SCU）で、集中管理が必
要な患者さまを24時間体制で看護していま
す。スタッフには先端医療に関する知識も求め
られます。

SCU 【9床】

脳卒中の手術や超急性期治療を終えた患者さ
まと、内科の患者さまを担当。幅広い視野を持
ち、異常の早期発見と対応に取り組んでいます。

急性期病床【32床】

急性期治療を終え、すぐに自宅や介護施設へ
退院するには不安がある患者さまに向け、安心
して地域に戻れるように環境調整を行います。

地域包括ケア病床【10床】

効果的にリハビリテーションが進むようチーム医療
を推進。自宅訪問なども必要に応じて行い、きめ細
やかな入退院支援で在宅復帰をサポートします。

回復期リハビリテーション病床 【59床】
専門看護師・認定看護師

専門看護師・認定看護師は、特定の分野において高度な知識と技術を備え、質の高い看護を提供する看護師です。患
者さまやご家族に対する専門的な看護の実践に加え、院内スタッフへの指導や相談対応を通じて、医療・看護の質の向
上に努めています。
当院では現在、摂食嚥下障害看護認定看護師と感染管理認定看護師が在籍し、専門的な視点から患者さまの療養生
活を支えるとともに、院内の看護の質向上や安全な医療環境づくりに貢献しています。

当院に在籍したまま資格が取れるよう、給与保障や
研修費用の支援等のサポート制度があります。資格取得支援制度でキャリアアップ

エキスパート
5つの能力 看護実践能力 教育・研究能力 倫理的態度人間関係能力 マネジメント能力

ジェネラリスト エキスパートスペシャリスト

■社会人・専門職員としての基本的姿勢・意識を高める
■倫理的感性の育成

新人看護師（卒後1～3年・入職1年目）レベル

Ⅰ

■担当看護師としてのメンバーシップ・一人前の看護実践
■夜勤従事者として他メンバーと連携した看護実践の実施
■知識と実践の統合

プリセプターナース（卒後4～5年・入職2～3年目）
レベル

Ⅱ

■組織のベクトルにあった職務遂行
■多職種と広範囲な役割遂行
■研究能力の習得、熟練した看護の実践

サードレベル
セカンドレベル
ファーストレベル

看護管理者育成

専門看護師
認定看護師

各種学会認定看護師
特定行為看護師

資格取得

レベル

Ⅳ

■組織の目標を理解し、目標達成に向け行動する
■組織横断的な連携協働に務めた役割遂行
■看護管理者としての基本的責任の遂行能力習得

中間管理職（卒後10年以上・入職7年目以上）
レベル

Ⅴ

■組織的な役割遂行
■倫理的配慮を伴う個別性看護の展開の実施
■教育的視点からの後輩支援の実施

チームリーダー・アソシエートナース（卒後5～7年・入職4～5年目）
レベル

Ⅲ

自立

成長

成熟

熟練

発展
組織化

一人前

（卒後7～8年以上・入職4～5年目）

2・3階病棟【51床】

3・4階病棟【59床】

病棟・看護

  専門性と人間性を磨き
  「愛ある看護」で患者さまを支えます

当院は「看護師育成キャリアパス」を策定し
主体的な看護ができる「自律した人材」を育てています



チーム医療の一員として、
医療・看護と連携したリハ
ビリテーションを実施して
います。手足や顔の麻痺な
どの機能障害の改善に向
けて、超急性期から回復
期まで毎日支援。在宅復
帰、役割の再獲得や社会
復帰を目指します。
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地域リハビリテーション広域支援センター
介護予防のための「住民主体の通いの
場」の立ち上げ支援、医療介護人材の
交流の場づくり、災害時の被災地支援
など、地域の皆さまが住み慣れたところ
でいきいきとした生活ができるように支
援を行っています。

■装着型サイボーグHAL®

■IVES（アイビス）　 
■Pathleader（パスリーダー）
■パワープレート　　
■G-TES　　
■ジェントルスティム

発症直後から身体症状に合わせて段階的に筋力をつけ
る動作や「起きる」「立つ」練習を行い、積極的に歩行訓
練も進めていきます。

「立つ、歩く」を練習 【理学療法士】
食事や着替え、入浴、トイレなど、日常生活に必要な動作の
回復を目指します。また塗り絵や園芸などの作業を通じて、
趣味や生きがいづくりを応援します。

日常生活動作を獲得 【作業療法士】

言葉をうまく話せず、聞いて理解することが困難になる
「失語症」に対し、コミュニケーションの改善を目指しま
す。嚥下機能の向上にも取り組みます。

会話や嚥下を訓練 【言語聴覚士】
公認心理師がカウンセリングを行い、急性期には突然の発
症で混乱した気持ちの整理をお手伝い。回復期には、今後
の生活や社会復帰など、入院生活の中で生じる不安点を
整理して、治療や退院後の意思決定をサポートします。

心理的サポートでストレス軽減 【公認心理師】

HAL®単関節タイプ

（単関節タイプ、腰タイプ、下肢タイプ）

住民主体の通いの場 災害時の被災地支援

リハビリテーション

365日継続した支援で
在宅復帰率約80％を実現しています

当院のリハビリテーション機器

入院直後から365日リハビ
リテーションを行い、ベッド
で寝ている時間をできるだ
け短くして心身機能の低下
を防ぎます。

機能訓練、活動量の増加に
加え、退院後を見据えて、自
宅への外泊練習、車の乗り
降り練習などを幅広く行い
ます。

【訪問リハビリ】自宅で動
作練習と自主トレーニン
グを指導します。ご家族に
も介助方法をアドバイス
します。

【通所リハビリ／デイサー
ビス】集団での体操やマシ
ントレーニング、個別訓練
に加え、生活リハビリの視
点も大切にしています。

入院時から退院後まで「トータルサポート」を行います

療法士がさまざまな機器を用いることによって
さらにリハビリテーション効果を高めています

急性期 回復期 退院後の生活期



各分野のスタッフが高い専
門性を発揮し、組織横断的
なチーム医療で、患者さま
の早期社会復帰を目指しま
す。薬剤師や管理栄養士、
歯科衛生士は病棟ごとに
配置するなど、きめ細かい
ケアで治療効果を高め、患
者さまの安心感につなげて
いきます。

多職種が参加する病棟カンファレンス 栄養サポートチームによる回診 感染防止対策チームの病棟ラウンド

NST（栄養サポートチーム）回診中の藤井辰義外科部長
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近隣の医療機関と地域完結型医療を推進します

広島市西区医師会の医療・介護
ネットワーク「西区在宅あんしん
病院」に参画しています。当院は
「拠点病院」として、「かかりつけ
医」が在宅療養は困難と判断し
た患者さまを受け入れ、診断と
一次入院を担当。在宅療養、在
宅介護をバックアップします。

西区在宅あんしん病院

地域連携とは、患者さまを地域全体で支えるた
めのしくみです。当院では、地域の医療機関、介
護・福祉施設などと連携し、切れ目のない医療
と介護を提供します。地域連携室では、看護師
と社会福祉士が在籍し、病気やけがのときに必
要な医療へ適切につながり、住み慣れた地域で
安心して治療や生活を続けていただけるよう支
援します。

地域の医療従事者の方を対象に、定
期的に開催しています。当院が地域
医療支援病院として果たすべき役割
の一つです。

地域医療の質向上を
目的に研修会を開催

CT・MRIなどの高度な医療機器は、
導入や維持に多くの費用と専門的な
管理を要するため、地域で有効に活
用することが重要です。当院では、こ
れらの機器を地域の医療機関の先
生方にもご利用いただける体制を整
えています。

画像診断機器の
共同利用

地域連携室に社会福祉士と看護師を配置 「広島西区民まつり」で健康づくり啓発 「地域連携の会」を通じた、地域の医療機関との
顔の見える関係づくり

地域の医療機関の登録医（かか
りつけ医）と当院の医師が、開
放病床を通じて入院中の患者
さまを共同診療しています。入
院中の情報をかかりつけ医と共
有することで、退院後も切れ目
のない一貫した医療につなげて
います。

開放病床で共同診療（5床）

医師
看護師

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

公認心理師
歯科衛生士管理栄養士

社会福祉士

臨床検査技師

臨床工学技士

放射線技師

救急救命士

薬剤師

かかりつけ医

荒木脳神経外科病院

当院または10カ所の支援病院

入院

入院要請 退
院
支
援
・
連
携

退院

拠点病院として診察＆一時入院

荒木脳神経外科病院

開放病床

入院中は
共同診療

かかりつけ医

適切な入院治療

チーム医療

プロの多職種協働が
包括的で効果的な治療を推進します

住民の皆さまが住み慣れた地域で
安心して過ごすための支援を行います

地域連携

患者さまご家族


